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　島原の初市は、江戸時代初期の
1618年、島原藩主松倉重政が島
原城を築城した際、大手門前の広場
で、物々交換の「市」を開いたのが
始まりと言われています。
　大正や昭和の時代に入ると、各種
出店のほかに見世物や人形芝居、サ
ーカスまで行われていました。現在
は、霊丘公園グランドを会場に、植
木や金物、食べ物などの出店のほか
にもステージイベントなどが企画さ
れ、島原の春の風物詩となっていま
す。
　江戸時代から続く伝統の初市に出
かけて、島原の春の訪れを感じてみ
ませんか。
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伝統の島原初市
3月3日～10日に開催されます
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３つのＲは、ごみとならないように工夫をするためのキーワードです。

毎日の生活で必ず出てくるごみ。今やごみを処理するためにもたくさんのお金がかかる時代です。

ごみ減量はまず家庭からです。ごみ減量とリサイクルを推進しましょう。

不要なものや必要量以上のものを買っていないかもう一度考えてみましょう。

Reduce（リデュース） … ごみを減らすこと、出さないように工夫すること

繰り返して使えるものを選びましょう。詰め替え可能なものは詰め替え用を使用しましょう。

Reu se（リユース） … もう一度使うこと

安易に燃えるごみなどに出さず、分別して資源として活用しましょう。

Recyc l e（リサイクル） … 資源として再利用すること

　
平
成
23
年
４
月
か
ら
収
集
日
時
お
よ
び
有
明
地
区
の
分
別
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
今
回
の
変
更
は
、
効
率
的
な
ご
み
収
集
と
ご
み
分
別
・
減
量
に
よ
る
ご
み
処

理
費
用
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
収
集
体
制
が
変
わ
り
ま
す
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ごみ一口メモ：「３Ｒ」を知っていますか？

ごみの量を減らそう・繰り返し使おう・資源として活かそう

▲ 3Rキャンペーンマーク

Reduce（リデュース）

Reuse（リユース） Recycle（リサイクル）

●問い合わせ先

　環境グループ

　廃棄物対策班

　TEL63－1111 内線193

ご
み
収
集
体
制
が
変
わ
り
ま
す

4月
から変　更　点

●収集時間

●可燃物

●資源物・不燃物

区　　域 変　更　後地　区

島原地区

可燃物（午前の収集

区域のみ）

資源物・不燃物

（全域）

搬出時間

午前８時出し

変　更　前

区　　域

湯江地区

変　更　後地　区

有明地区

島原地区

変　更　前

区　　域 変　更　後

缶・びん・ペットボ

トル・プラスチック

製容器包装・紙製容

器包装・不燃物の６
品目を同時に収集

地　区

湯 江 地 区

大 三 東 地 区

有明地区

変　更　前

火・金曜の収集 月・木曜の収集

月・木曜の午前収集 月・木曜の午後収集

火・金曜の午前収集 火・金曜の午後収集

搬出時間

午前８時３０分出し

湊町（旧蛭子鼻除く）・

船泊団地

六ツ木団地・浦の川

（江戸丁通り除く）・

今川町・上の町・中町

缶・びん・ペットボ

トル・不燃物の４品
目を１品目毎に収集



　
容
器
包
装
は
、
識
別
マ
ー
ク
が

あ
る
も
の
で
、
商
品
を
入
れ
た
も

の
（
容
器
）
や
包
ん
だ
も
の
（
包

装
）
で
あ
っ
て
、
中
身
の
商
品
を

取
り
出
し
た
（
使
っ
た
）
後
に
不

要
と
な
る
も
の
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
半
分
以

上
は
、
「
容
器
」
や
「
包
装
」
で

使
わ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
庭
か
ら
出
る
容
器
包
装
は

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

き
ち
ん
と
分
け
る
こ
と
で
リ
サ
イ

ク
ル
を
可
能
に
し
、
ご
み
の
量
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
族
全
員
で
分
別
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
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容
器
包
装
と
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
例

紙
製
容
器
包
装
の
例

対
象
外
の
も
の

対
象
外
の
も
の

商品そのもの

必ず汚れを落として
中身の見える半透明
または透明の袋に入
れて出してください

必ず汚れを落として
ひもで十字に縛って
まとめて出すか、中
身の見える半透明ま
たは透明の袋に入れ
て出してください　

「不燃物」に出してください

中に異物が付着して
洗えないもの　　　

プラスチック製のおもちゃ、
洗面器、 バケツなど

歯磨き粉、 わさび、 練りがらし、
白髪染めのチューブなど

「可燃物」に出してください

商品そのもの

「可燃物」に出してください

中に異物が付着して
洗えないもの　　　

障子紙、 千代紙、 紙製小物入れなど

たこ焼き・ケーキの紙箱など

「可燃物」に出してください

このマークを目印に
分別してください　

識別マーク

このマークを目印に
分別してください　

識別マーク

ボトル類 カップ・パック類

ポリ袋・ラップ類 緩衝材類

トレイ類

紙箱類 紙缶・カップ類

包装紙類 紙袋類

台紙類



　
市
で
は
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
１
日
診
療
分
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
償
還
払
い
方
式
（
市
へ
の
窓

口
申
請
が
必
要
）
に
加
え
、
現
物
給
付
方
式
（
市
へ
の
窓
口
申
請
不
要
）
が
始
ま

り
、
医
療
機
関
で
の
保
険
診
療
分
の
支
払
い
が
「
福
祉
医
療
の
自
己
負
担
額
」
ま

で
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
福
祉
医
療
費
の
自
己
負
担
額
と
は

【
医
科
・
歯
科
】

　
医
療
機
関
ご
と
に
診
療
１
日
に
つ

　
き
８
０
０
円
、
月
上
限
１
６
０
０

　
円
ま
で

【
調
剤
薬
局
】

　
自
己
負
担
額
な
し

●
利
用
で
き
る
医
療
機
関
は

　
　
県
内
の
医
療
機
関
の
う
ち
、
県

　
と
乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付
に

　
つ
い
て
の
協
定
を
締
結
し
た
医
療

　
機
関
・
調
剤
薬
局

●
現
物
給
付
で
受
診
す
る
に
は

　
　
新
し
い
制
度
の
対
象
に
な
る
世

　
帯
に
は
、
公
費
負
担
者
番
号
が
記

　
載
さ
れ
た
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

　
を
３
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
毎
回
こ
の
受

　
給
者
証
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

　
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
ひ
と
り
親
福
祉
医
療
費
の
受
給
資

　
格
者
に
つ
い
て

　
　
現
在
、
ひ
と
り
親
医
療
費
の
受

　
給
資
格
の
あ
る
人
で
、
小
学
校
就

　
学
前
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
平

　
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
乳
幼
児
福

　
祉
医
療
費
の
受
給
資
格
へ
変
更
し

　
ま
す
。
該
当
す
る
人
に
は
、
新
し

　
い
受
給
者
証
を
３
月
末
ま
で
に
郵

　
送
し
ま
す
。
（
特
別
な
手
続
き
は

　
不
要
で
す
）

※
４
月
以
降
も
領
収
書
が
あ
れ
ば
、

　
従
来
ど
お
り
「
償
還
払
い
」
の
支

　
給
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
　
こ
ど
も

　
家
庭
班
　
☎
　
１
１
１
１
　
内
線

　
２
７
８

kosodate
information
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乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
23
年
４
月
診
療
分
か
ら
「
現
物
給
付
方
式
」
が
始
ま
り
ま
す

kosodate
information

新しい 制 度
（現物給付方式）

これまでの制度
（償還払い）

医療機関等受  給  者 医療機関等受  給  者

市  役  所 市  役  所

①受給者証と保険

　証を提示　　　

福祉医療の自己

負担金の支払い

１日上限800円
月上限1600円

①医療費の支払

②領収書を発行

②福祉医療費の請求

③福祉医療費の支払

③申請書の提出

④助成額の支給



　生活習慣病とは、偏った食生活や運動不足、ストレスなど、好ましくない生活習

慣の積み重ねで引き起こされる病気の総称です。

　生活習慣を見直し、改善することにより、病気を予防し、症状が軽いうちに治す

ことも可能です。生活習慣病の主なものは、心臓病、脳血管疾患、糖尿病などで、

早期には自覚症状がなく、気づかないまま症状が進行するのが特徴です。

　自分の健康状態を知るため、また、疾病の早期発見のためにも健康診査を受診し

ましょう。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
公
平
な
負
担
と
な
る
よ
う
に
、
所
得
割
・

均
等
割
・
平
等
割
の
三
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

5　  平成23. 3.

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
と
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

島
原
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

問
い
合
わ
せ
先

　
保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班

　
　
☎
　
１
１
１
１
　
内
線
２
３
１

　
税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班

　
　
☎
　
１
１
１
１
　
内
線
１
７
６

25, 900円

23,200円

303, 700円

9.60％

6,500円

5,600円

2.40％

8,900円

4,900円

2.20％

介護納付金分
（40～64歳）

※平成23年度
　から改正

後期高齢者
医 療 分平成23年度（年額）

※低所得の世帯は軽減制度があります（均等割・平等割のみ）

●給与所得世帯（世帯主43歳、妻41歳、子7歳、子2歳）

●生活習慣病予防について

●島原市国民健康保険被保険者の受診状況

支援分

平　等　割
世帯当たり

給与収入 現行税額

359, 900円

改定税額

世 帯 主
妻

子

子

250万円

100万円

0円

0円

183, 500円 ※平成23年度
　から改正

●年金所得世帯（世帯主68歳、妻66歳）

年金収入 現行税額

209, 900円

改定税額

世 帯 主
妻

250万円

100万円

均　等　割

所　得　割

１人当たり

平成23年度からの税率と税額

給与所得または年金所得のモデルケース

医療費の増加を抑えるためにご協力ください

差し引いた残額
22年中の所得から33万円を

疾病上位件数（平成21年5月分診療） 年代別生活習慣病疾患件数割合（平成21年5月分診療）

皮膚炎、皮下感染症

虫歯

内分泌疾患

糖尿病

歯肉炎および歯周病

歯の発育障害、歯髄炎

高血圧性疾患 70～74歳

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

30歳未満

500

483 1. 2

1, 000 1, 500 2, 0000 0. 0 10. 0 20. 0 30. 0 40. 0 50. 0

502

548

636

719

789

1, 939

（件） （％）

※生活習慣病と呼ばれる「高血圧性疾患」や「糖尿病」
　で半数近くを占めています

11. 1

24. 5

42. 7

49. 8

48. 0



学
校
の
指
定

　
島
原
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
住
所
に
よ

り
、
通
学
す
る
学
校
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
指
定
さ
れ
た
学

校
を
「
指
定
学
校
」
と
い
い
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
と
区
域
外
就
学

　
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
、

指
定
学
校
以
外
の
学
校
へ
の
就
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
教
育
委
員

会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
「
指
定
学
校
変
更

（
校
区
外
通
学
）
」
「
区
域
外
就
学
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
、
か
つ
下
記
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
、
指
定

学
校
以
外
の
学
校
へ
就
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
（
校
区
外
通
学
）

と
は
…
島
原
市
に
住
民
登
録
が
あ

　
り
、
指
定
学
校
以
外
の
島
原
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
就
学
で
き
る

　
制
度
で
す

区
域
外
就
学
と
は
…
島
原
市
以
外

　
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
島
原
市

　
立
小
・
中
学
校
へ
就
学
で
き
る

　
制
度
で
す

条
　
件

①
保
護
者
が
通
学
経
路
・
通
学
方

　
法
を
明
確
に
し
た
上
で
、
通
学

　
途
上
の
安
全
に
つ
い
て
責
任
を

　
持
つ
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と

②
学
校
施
設
の
運
営
上
問
題
が
な

　
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

③
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た

　
書
類
な
ど
が
添
付
さ
れ
て
い
る

　
こ
と

手
続
き

必
要
書
類
・
手
続
き
場
所
…
下
表

　
の
添
付
書
類
と
印
鑑
を
持
参
の

　
う
え
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

　
グ
ル
ー
プ
で
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い

新
入
学
生
…
手
続
き
を
し
よ
う
と

　
す
る
保
護
者
は
、
１
月
下
旬
に

　
送
付
さ
れ
た
入
学
通
知
書
を
持

　
参
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く

　
だ
さ
い

住
民
票
を
異
動
す
る
場
合
…
引
っ

　
越
し
な
ど
の
住
民
異
動
を
伴
う

　
場
合
は
、
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
で
届
け
出
を
済
ま
せ
た
後
、
学

　
校
教
育
グ
ル
ー
プ
で
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い

　
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
「
指
定
学
校

の
変
更
」
と
「
区
域
外
へ
の
就
学
」
を
認
め
て
い
ま
す
。

指
定
学
校
変
更
と
区
域
外
就
学
に
つ
い
て
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指
定
学
校
変
更
と
区
域
外
就
学
に
つ
い
て

問い合わせ先　島原市教育委員会　学校教育グループ　TEL68－1111　内線641

●指定学校変更（校区外通学）の要件

種　類

①最終学年転居

③兄姉が①に該当

⑤学期途中転居

⑥転居予定

⑦留守家庭

⑧身体的な理由

⑨災害等

⑩その他特別な事情

②特別支援学級通学
または通級指導教室
通級

新築・改築・転居予
定等を証明できる書
類の写

卒業年度末ま
たは通級終了

①の兄姉の期
限

②の児童生徒
の期限

原則として学
期末

元の居住地に
転居するまで

・親の住民票
・親の勤務証明書
・祖父母等の住民票

変更取扱い事
項が解消する
まで

特殊事情を証明する
もの、または校長の
意見書

指定学校に特別支援学級・通級指導教室がな
く、家から最も近い学校の特別支援学級に通
学または通級指導教室に通級する場合。

添付書類

－

－

－

－

－

－

変更期限

年度末

転居日

その期間

その期間

変更取扱い事項

④兄弟姉妹が②に該
当

診断書（通院証明書）

小学校６年生または中学３年生で転居し、通
学に支障がない場合。

①の場合、教育上の配慮として弟妹は同一校
通学ができる。

住宅の新築・改築、その他の理由による転居
予定のため、短期間校区外から通学する場合。

不慮の自然災害等により、住民異動を伴わな
いで居住する場合。

家庭的事情または教育上やむを得ない事情が
ある場合。

②の場合、教育上の配慮として兄弟姉妹は同
一校通学ができる。

各学期間に転居し、通学に支障がない場合。
ただし、長期休業中に転居した場合は対象と
ならない。

下校後、家庭に保護監督する者がいない小学
生で、親の勤務地の校区や祖父母等の居住す
る校区の学校に通学する場合。

身体虚弱などにより、指定学校への通学が困
難な場合、または通院治療を要し、指定学校
からの通院が困難な場合。



　
小
浜
温
泉
は
、
「
肥
前
風
土
記
」

（
７
１
３
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
か

ら
湯
治
場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

泉
質
は
塩
化
物
泉
で
、
日
本
有
数

の
湯
量
と
熱
量
を
誇
り
、
泉
温
は

１
０
０
℃
に
達
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
小
浜
温
泉
に
あ
る
小
浜
歴

史
資
料
館
は
、
１
６
１
４
年
か
ら

代
々
小
浜
温
泉
発
展
の
礎
を
築
い

て
き
た
本
多
湯
太
夫
の
邸
宅
跡
で

す
。
「
湯
太
夫
」
と
は
、
島
原
藩

か
ら
温
泉
の
管
理
を
任
さ
れ
た
称

号
の
こ
と
で
す
。
資
料
館
内
に
は
、

こ
の
本
多
湯
太
夫
の
功
績
や
小
浜

温
泉
の
歴
史
な
ど
が
数
多
く
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内

に
は
源
泉
が
あ
り
、
周
辺
の
共
同

浴
場
や
住
宅
な
ど
14
軒
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ａ
�
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
以
下
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
は
、
ユ
ネ

ス
コ
の
支
援
に
よ
り
、
２
０
０
４

年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
を
中
心

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｇ
Ｎ
は

現
在
世
界
25
カ
国
77
地
域
が
加
盟

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
８
月
に
日
本
第
１
号

で
加
盟
し
た
島
原
半
島
や
糸
魚
川
、

洞
爺
湖
・
有
珠
山
に
続
き
、
平
成

22
年
10
月
に
は
山
陰
海
岸
が
加
盟

し
、
現
在
日
本
で
は
４
地
域
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は

高
知
県
室
戸
が
Ｇ
Ｇ
Ｎ
の
加
盟
を

目
指
し
て
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

お
り
、
全
国
で
Ｇ
Ｇ
Ｎ
加
盟
に
向

け
た
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｇ
Ｎ
に
加
盟
で
き
た
地
域
は

質
の
高
い
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
認

め
ら
れ
た
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
貴
重
な
自
然
を
観
光
や
教
育

な
ど
地
域
振
興
に
役
立
た
せ
る
こ

と
が
義
務
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
し
、
そ
の
義
務
を
怠
る

と
加
盟
が
取
り
消
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
５
月
開
催
の
第
５
回

ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議

が
島
原
半
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
世
界
中
の
国
々
か
ら
の
参
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
島
原
半
島
の
魅

力
を
世
界
中
に
発
信
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小浜歴史資料館（雲仙市小浜町北本）
問い合わせ先
電話　0957－75－0858

小浜歴史資料館（雲仙市小浜町北本）
問い合わせ先
電話　0957－75－0858

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑯世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑯世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑯世界に羽ばたく島原半島ジオパーク ⑯
島原半島ジオパーク推進連絡協議会 （☎65－5540）

Question：「世界ジオパークネットワーク」って何？

テーマ：市民誰もがジオガイド（小浜歴史資料館）
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小浜歴史資料館（雲仙市小浜町北本）
問い合わせ先
電話　0957－75－0858

開館時間　3月から11月まで：9時～18時
　　　　　12月から2月まで：9時～17時
入館料　小学生以上100円

▲資料館の草野起陽さんです。小浜温泉
の歴史を分かりやすく説明してくれます。

▲源泉からは、100℃前後の温泉が自噴
しています。

▲源泉のパイプ清掃の時に排出される温
泉成分のアラレ石です。自由に持って帰
ることができます。



　２月15日、平成22年度島原市町内会長・自治
会長懇談会を市内のホテルで開催しました。この

懇談会は、行政・議会・公共機関関係者などと町

内会長・自治会長が意見交換し、より良い連携が

できることを目的として開催しており、町内会長・

自治会長が一同に会するこの機会にジオパークに

関する講演会も行いました。

　冒頭、町内会長・自治会長として永年、地域の

発展に貢献した人に、横田市長が感謝状と記念品

を贈呈し、その功績をたたえました。

　表彰された皆さんは次のとおりです。（敬称略）

　２月５日から11日まで、プロサッカーリーグ

Ｊ２に所属するサガン鳥栖が、また、２月９日か
ら19日まで、同じくＪ２に所属するギラヴァンツ
北九州が島原でキャンプを実施しました。

　Ｊリーグの開幕を控え、実践を意識した練習や
トレーニングマッチを実施したほか、チームスタ

ッフによる中学生との親善試合や少年サッカー教

室など、地元との交流も行われました。

ウ
ォッチング

まち
かど
まち
かど

平成23. 3.  　8

島原市町内会長・自治会長懇談会

より良い連携を目指して

プロサッカークラブ島原キャンプ

サガン鳥栖・ギラヴァンツ北九州　来島

サガン鳥栖 VS ギラヴァンツ北九州の

トレーニングマッチ

サガン鳥栖 VS ギラヴァンツ北九州の

トレーニングマッチ

ギラヴァンツ北九州による少年サッカー教室ギラヴァンツ北九州による少年サッカー教室

奥平　澄 さん（2/3）奥平　澄 さん（2/3）

満100歳  おめでとう

●防犯功労者感謝状
・濱部　茂春（大原）
・肘井　京二（北門町）
・井口　信一（浦田一丁目北）

●退任感謝状
・畑田　幸保（津吹団地）
・坂本　博幸（坂下町）
・松下　文彦（親和町）
・高木　正仁（浜の町）

・畑田　幸保（津吹団地）
・山口　敬二（湊道一丁目）
・出田　利英（池端）

・小西　弘文（田町）
・坂本　博幸（坂下町）
・高木　正仁（浜の町）

・多田　和宏（浦ノ川）
・廣瀬　利文（蛭子町）
・出田　利英（池端）

・永田　康廣（沖之尾）
・小峰　忠與士（上新丁一丁目）
・柴田　正清（桃山）

●永年勤続感謝状
・田中　三智雄（城見町）
・横田　一彦（坂上町）
・築城　弘道（梅園町）

・　永　久彦（上の原二丁目）
・江川　照男（浦田二丁目）



　１月31日、市では、宮崎県高原町へ市民生活グルー
プの職員２人を災害派遣する出発式を行いました。
　これは、火山災害の経験を活かして、噴火が続く新

燃岳のふもとの高原町を支援しようとするもので、市

で保管していた降灰袋31, 000枚と雲仙・普賢岳災害
の記録集を現地へ届けました。派遣された職員は、２
月２日までの滞在中、少しでも被災地を支援しようと
噴火や避難の状況に関する説明を受けて視察を実施し

火山灰の処理や避難所に関するアドバイスなどを行い

ました。

　２月３日、白山地区の八幡神社で「節分祭」が行わ
れました。白山地区町内会連絡協議会により地域に賑

わいを取り戻す目的で初めて実施され、地域の小学生

などが大勢詰めかけました。

　竹馬やコマ回しなど昔の遊びで地域の人たちと子ど

もたちが交流した後、「年男」の町内会の役員や小学

５年生の児童たちから豆やもちがまかれると、参加者
は、われ先にと必死に手を伸ばしていました。

　１月23日、市制施行70周年記念事業として、国際
交流講演会を開催しました。JET日本語学校理事長の
金美齢さんを講師に招き「21世紀の提言　新しい世代
を育てる」と題して、講演をしていただきました。　

　参加者は、国際交流で注意すべき点や若い世代を育

てるということについて、実際の経験談を交えての話

しに、今の日本がどのような状況で、これからどうあ

るべきなのか、国際交流を考える貴重な機会となりま

した。

　２月５日、市制施行70周年記念事業として、子育て
応援講演会を開催しました。女優の石井めぐみさんを

講師に招き「親と子の絆、子育てにやさしいまちづく

り」と題して講演をしていただきました。

　障がいを持つ子のために奔走した経験談から「立場

の弱い人がいれば誰でも助けることができる」という

気持ちを持つことの重要性がよくわかり、誰もが住み

やすいまちにするためにそれぞれの立場で何ができる

のかを、あらためて見直す良い機会となりました。

まちかどウォッチング
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新燃岳噴火に伴う災害派遣出発式白山地区「節分祭」

噴火災害の経験活かす地域に賑わいを

国際交流講演会子育て応援講演会

真の国際化とは子育てにやさしいまちづくりとは



　
平
成
22
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
た
生
活
保
護
世

帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
65
歳

以
上
の
人
、
就
学
前
ま
で
の
乳
幼

児
で
、
助
成
後
の
本
人
負
担
額
以

上
の
料
金
を
支
払
っ
た
人
は
償
還

払
い
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、

　
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
険
・

　
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

▼
持
参
品
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

　
ク
チ
ン
接
種
の
明
記
が
あ
る
領

　
収
書
、
生
活
保
護
受
給
証
明
書

　
ま
た
は
市
民
税
課
税
証
明
書
、

　
接
種
済
証
、
本
人
確
認
書
類
（
免

　
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
、
振
込

　
先
の
通
帳
、
印
鑑

　
ポ
リ
オ
は
「
小
児
ま
ひ
」
と
も

呼
ば
れ
、
主
に
四
肢
の
麻
痺
を
お

こ
す
恐
れ
の
あ
る
病
気
で
、
人
か

ら
人
へ
感
染
し
ま
す
。
感
染
し
な

い
た
め
に
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
ポ
リ
オ
は
２
回
投
与
が

必
要
で
す
。
今
ま
で
に
１
回
投
与

を
受
け
た
人
は
、
今
回
２
回
目
の

投
与
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
　
生
後
３
カ
月
か
ら
７

　
歳
半
未
満
の
人

※
な
る
べ
く
１
歳
６
カ
月
ま
で
に

　
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

▼
実
施
日
お
よ
び
場
所

・
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
１
日

　
（火）
・
８
日
（火）
・
11
日
（金）

・
有
明
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
月
４

　
日
（金）

▼
受
付
時
間
　
13
時
10
分
か
ら
13

　
時
40
分
ま
で

▼
接
種
費
用
　
無
料

▼
通
　
知
　
今
回
初
め
て
対
象
に

　
な
る
人
に
は
通
知
し
ま
す

▼
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、
予

　
診
票

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
肥
満
は

長
い
間
か
ら
だ
に
負
担
を
か
け
る

た
め
、
生
活
習
慣
病
が
早
い
時
期

か
ら
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
う
ち
に

よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
お
子
さ
ん
の
肥

満
が
気
に
な
る
人
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き
　
３
月
10
日
（木）
　
14
時

　
30
分
か
ら
（
約
２
時
間
）

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
水
田
舜
助
先
生
（
水

　
田
小
児
科
医
院
）

▼
内
　
容
　
医
師
・
保
健
師
・
栄

　
養
士
の
講
話

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
３
月
９
日
（水）
ま
で

▼
申
し
込
み
先
　
市
保
健
セ
ン
タ

　
ー

　
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
の
コ
ツ
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「
脂
質
異
常
予
防
編
」

▼
と
　
き
　
３
月
３
日
（木）
　
13
時

　
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
城
谷
哲
也
先
生
（
し

　
ろ
た
に
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

「
高
血
圧
予
防
編
」

▼
と
　
き
　
３
月
31
日
（木）
　
14
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師
　
　
尾
雅
已
先
生
（
た

　
か
お
循
環
器
科
・
内
科
）

▼
内
　
容
　
医
師
講
話
、
食
事
の

　
話
、
個
別
相
談

▼
申
し
込
み
先
　
市
保
健
セ
ン
タ

　
ー

　
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

の
学
習
や
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
、

お
風
呂
の
入
れ
方
な
ど
の
体
験
、

妊
婦
体
験
キ
ッ
ト
を
利
用
し
た
妊

娠
後
期
の
体
に
か
か
る
負
担
な
ど

の
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
開
催
日
と
内
容

・
毎
月
第
２
月
曜
日
…
赤
ち
ゃ
ん

　
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、
妊
婦
疑

　
似
体
験
な
ど

・
毎
月
第
４
月
曜
日
…
調
理
実
習

※
予
約
が
必
要
で
す

▼
と
　
き
　
開
催
日
の
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
妊
婦
お
よ
び
そ
の
家

　
族

▼
参
加
費
　
無
料

　
市
で
は
、
子
ど
も
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
を

対
象
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
日
々
一
番

大
変
な
の
は
食
事
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
子
ど
も
に
も
安
心
し
て
食
べ
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習
・
試

食
を
行
い
ま
す
。

　
同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
で
、
語
ら
い
、
交
流
を
深
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き
　
３
月
８
日
（火）
　
10
時

　
か
ら
12
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
レ
ル
ギ
ー

　
検
査
の
結
果

▼
申
込
期
限
　
３
月
７
日
（月）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い

※
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
先
　
市
保
健
セ
ン
タ

　
ー

　
桜
の
名
所
を
歩
い
て
、
心
と
体

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き
　
４
月
２
日
（土）
　
10
時

　
か
ら

▼
集
合
場
所
　
島
原
総
合
運
動
公

　
園
売
店
前

▼
対
象
者
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

　
き
ま
す

▼
内
　
容
　
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
４
〜
５
㎞

▼
持
参
品
　
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

　
の
飲
み
物

※
雨
天
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
の
償
還
払
い

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）

予
防
接
種

さ
く
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
第
2
回
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜

動
脈
硬
化
予
防
の
た
め
の
学
習
会

ア
レ
ル
ギ
ー
教
室

両 

親 

学 

級

小
児
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

〜
子
ど
も
の
か
ら
だ
づ
く
り

　
と
生
活
リ
ズ
ム
〜



　
昨
年
の
猛
暑
が
原
因
で
、
今
年

は
ス
ギ
の
花
粉
が
昨
年
に
比
べ
て

大
量
に
飛
散
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に

す
る
だ
け
で
憂
う
つ
に
な
る
人
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
花
粉
の
飛
散
時
期
を
少
し
で
も

快
適
に
過
ご
す
た
め
に
、
早
め
の

対
処
で
症
状
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
っ
て
ど
ん
な
病
気

　
花
粉
が
体
の
中
に
入
り
、
過
剰

に
反
応
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

お
こ
る
病
気
で
す
。
花
粉
症
を
引

き
起
こ
す
代
表
的
な
花
粉
は
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
イ
ネ
、
ブ
タ
ク
サ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
花
粉
症
は
今

や
全
人
口
の
約
25
％
が
罹
患
し
て

い
る
と
い
わ
れ
、
国
民
病
と
も
称

さ
れ
ま
す
。
症
状
は
、
鼻
水
や
く

し
ゃ
み
な
ど
の
鼻
の
症
状
や
目
の

か
ゆ
み
、
涙
目
な
ど
の
目
の
症
状
、

ま
た
不
眠
、
頭
重
感
、
倦
怠
感
、

い
ら
い
ら
な
ど
の
全
身
症
状
が
出

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

花
粉
の
飛
散
量
が
多
い
日

・
風
が
強
い
日

・
気
温
が
高
い
日

・
乾
燥
し
て
い
る
日

・
雨
の
日
の
翌
日

花
粉
症
の
対
策

①
早
め
の
病
院
受
診
を

　
花
粉
の
飛
散
開
始
１
〜
２
週
間

前
く
ら
い
か
ら
予
防
を
始
め
る
の

が
効
果
的
で
す
が
、
花
粉
の
飛
散

開
始
日
を
正
確
に
予
測
す
る
こ
と

は
難
し
い
た
め
「
花
粉
症
か
な
」

と
思
っ
た
ら
早
め
に
病
院
へ
受
診

し
、
原
因
を
突
き
止
め
る
こ
と
が

花
粉
症
と
上
手
に
付
き
合
う
第
一

歩
で
す
。

②
花
粉
を
浴
び
な
い

・
マ
ス
ク
を
す
る

・
眼
鏡
や
ゴ
ー
グ
ル
を
す
る

・
洗
濯
物
や
布
団
を
外
に
干
さ
な

　
い

・
窓
は
極
力
開
け
な
い
。
ど
う
し

　
て
も
開
け
な
い
と
い
け
な
い
場

　
合
は
、
早
朝
や
夜
間
の
時
間
帯

　
に
開
け
ま
し
ょ
う

・
コ
ー
ト
（
一
番
外
側
の
服
）
に

　
付
い
た
花
粉
は
家
に
入
る
前
に

　
払
い
落
す

③
花
粉
を
洗
い
流
す

・
手
洗
い
、
う
が
い
、
洗
顔
を
行

　
う
。
花
粉
症
に
限
ら
ず
、
風
邪

　
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に

　
も
な
り
ま
す

・
鼻
う
が
い
、
眼
洗
い
を
行
う
と

　
き
は
、
水
道
水
で
は
な
く
、
市

　
販
の
専
用
剤
や
精
製
水
、
生
理

　
食
塩
水
等
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

・
鼻
水
は
す
す
ら
ず
に
、
力
ま
ず

　
か
ん
で
体
外
へ
出
す

④
体
調
を
整
え
る

・
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
バ
ラ

　
ン
ス
よ
く
食
事
を
取
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
血
管
を
拡
張
さ

　
せ
る
作
用
が
あ
る
の
で
控
え
め

　
に

・
室
内
で
適
度
な
運
動
を

・
風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
気
を

　
つ
け
る

　
病
院
で
の
治
療
と
セ
ル
フ
ケ
ア

を
並
行
し
、
花
粉
症
と
上
手
に
付

き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

原田形成整形外科医院 片 町 64－3939

い と う 整 形 外 科 広馬場町 61－0110

稲田整形外科医院 片 町 62－6355

酒井外科胃腸科医院 宮 の 町 62－6655

池 田 病 院 湖 南 町 62－5161

八 尾 病 院 城内一丁目 62－5131

西 村 ク リ ニ ッ ク 下川尻町 62－0888

前田内科胃腸科医院 雲仙市瑞穂町 77－3089

3月 健
康ガ
イ

ド

今月のテーマ

土・日

月 Ｃ Ｋ Ｄ 　 － 慢 性 腎 臓 病 －

睾 丸 の し こ り

金 ア ル コ ー ル 依 存 症

木 鼻 涙 管 閉 塞 症

水 入 園 、 入 学 前 の 注 意 点

火 つ き 指

健康テレホンサービス

フリーダイヤルが開設されました
� 0120－555－203

るい かんび

休日の

■ 当番医　　　診療時間 午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間 午前9時～正午

お医者さん
歯医者さん

電話番号日 医  療  機  関

※都合により変更することがあります

「今年もまた来た！花粉症
どうすればいいの」
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6
日

（日）

13
日

（日）

20
日

（日）

21
日

（月）

27
日

（日）

4
月
3
日

（日）

山口外科胃腸科医院 大手原町 62－3200

松 本 内 科 医 院 雲仙市国見町 65－3333

ま き 歯 科 上新丁一丁目 64－5077

はらぐち歯科医院 上 の 町 62－4361

林 内 科 医 院 津 町 62－6657

よ こ た 医 院 雲仙市瑞穂町 77－2000

宮 崎 歯 科 医 院 萩原二丁目 62－1180

内 田 医 院 白 山 町 62－7733

長 田 医 院 雲仙市瑞穂町 77－3622

い な だ 歯 科 加 美 町 62－2901

たかお循環器科・内科 加 美 町 62－6300

永 吉 医 院 雲仙市吾妻町 38－2015

寺 田 歯 科 診 療 所 新町二丁目 62－4427

貴 田 病 院 有明町大三東 68－0040

み や ざ き 歯 科 湖 南 町 62－7300

水 田 小 児 科 医 院 親 和 町 62－7177

月

3



医療に関するクイズ形式の健康教育講座です。三択問題ですので、
お気軽にご参加ください。参加賞もあります。
●と　　き　　3月12日（土）

　　　　　　　13時30分から15時30分まで

●と こ ろ　　森岳公民館

●出　　演

　・第１部　クイズ　（出題・解説）　前田由紀 先生（前田医院）

　　　　　　　　　　（司会）　鰻家小にょろ  さん

　・第２部　落　語　童流亭砂利・小蓮・湧水・芝桜・放鯉、

　　　　　　　　　　鰻家小にょろ、紫紺亭志い朝

●問い合わせ先　　森岳公民館

美術により親しむきっかけとなるよう、また、作品

を制作される際の参考になるよう、熊谷先生の代表

作品を題材に、作品を作っていく上での思い、創作

のプロセス、方法やエピソードなどを紹介します。

●と　　き　　3月19日（土）　19時30分から21時まで

●と こ ろ　　森岳公民館

●講　　師　　熊谷有展　先生

　　　　　　　（崇城大学芸術学部教授、北村西望展審査員）

●問い合わせ先　　森岳公民館

●と　　き　　3月5日（土）

　　　　　　　13時30分から16時30分まで

●と こ ろ　　島原図書館

●対 象 者　　小学４年生以上

●内　　容　　①古文書の裏打ち体験

　　　　　　　②四つ目綴で和本風の

　　　　　　　　メモ帳作り

●講　　師　　松平文庫

●問い合わせ先　　森岳公民館

旧有明町の歴史が記載されており、
上巻・下巻を販売しています。
●販売場所　 有明公民館

●販売価格　 各2,000円

　（市民以外は各4,000円）

●問い合わせ先　 有明公民館

郷土料理の「いぎりす・ろくべえ」を
作り、楽しい昼食タイムにしましょう！
●と　き　3月23日（水）・30日（水）

　　　　　10時から

●ところ　白山公民館

●募集人数　20人

●参加費　500円（材料代）

●申込期限　3月11日（金）まで

●申し込み・問い合わせ先

　白山公民館

◆白山公民館（☎63－2221）

◆安中公民館（☎63－2253）

◆霊丘公民館（☎64－2023）

◆森岳公民館（☎63－2242）

◆杉谷公民館（☎63－2231）

◆三会公民館（☎62－4505）

◆有明公民館（☎68－1101）

公民館の各種講座は地区に関係なく

どなたでも参加できます

☆市立公民館の各種講座・行事はホームページからも確認する

　ことができます。また、掲示板を新たに設けました。

　http://www.city.shimabara.lg.jp/section/kominkan/index.html

島原の郷土料理講座
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「有明町史」 を 　　
　　販売しています

クイズ！ぴったしコウミン★カン（腎臓編）と落語

美　術　講　演　会

松平文庫の古文書修復体験　～MBK48  第2弾～



　
最
近
、
運
動
不
足
で
体
が
硬
く
な

っ
た
り
、
体
力
の
衰
え
を
感
じ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
体
の
柔
軟

と
筋
力
向
上
の
た
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ

を
行
う
「
ス
ト
レ
ッ
チ
愛
好
会
」
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
こ
の
会
は
約
９
年
前
に
結
成
さ
れ

江
川
緑
さ
ん
の
指
導
の
基
、
毎
週
１

回
、
30
人
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
ボ
ー
ル
・
タ
オ

ル
・
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
使
い
、

無
理
せ
ず
に
自
分
の
で
き
る
範
囲
で

呼
吸
を
意
識
し
な
が
ら
約
１
時
間
か

け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
感

想
を
お
聞
き
す
る
と
「
体
が
柔
ら
か

く
な
っ
た
」
、
「
歩
く
の
が
楽
に
な

っ
た
」
、
「
病
院
に
か
か
ら
な
く
な

っ
た
」
、
「
膝
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
」

な
ど
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
る
効
果
を
皆

さ
ん
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人
は
一

度
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

連
絡
先
（
江
川
緑
さ
ん
　
☎
　
１
０

５
７
）

　
上
新
丁
に
あ
る
神
習
処
跡
は
、
幕
末
か
ら

明
治
時
代
に
活
躍
し
た
島
原
藩
出
身
者
　
丸

山
作
楽
（
１
８
４
０
〜
１
８
９
９
年
）
が
開

い
た
私
塾
跡
で
す
。

　
作
楽
は
、
島
原
藩
士
丸
山
正
道
の
長
男
と

し
て
江
戸
で
生
ま
れ
国
学
を
平
田
銕
胤
か
ら

学
び
、
尊
皇
攘
夷
思
想
の
影
響
を
受
け
ま
し

た
。

　
文
久
三
年
（
１
８
６
３
年
）
、
島
原
永
住

を
命
ぜ
ら
れ
上
新
丁
に
神
習
処
を
開
き
、
藩

士
た
ち
に
尊
王
思
想
を
広
め
る
一
方
、
他
国

の
勤
皇
の
志
士
た
ち
と
連
絡
を
取
り
合
い
、

攘
夷
・
倒
幕
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
島
原
藩
は
、
将
軍
徳
川
慶
喜
の
弟

忠
和
公
が
藩
主
を
務
め
る
譜
代
藩
。
作
楽
は

一
時
期
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
ま
す
が
、
明
治
維

新
後
の
明
治
二
年
（
１
８
６
９
年
）
外
務
省

高
官
の
外
務
大
丞
と
な
り
、
当
時
国
境
が
確

定
し
て
い
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

　
帰
国
後
、
征
韓
論
に
同
調
し
た
た
め
投
獄

さ
れ
ま
す
が
、
明
治
十
三
年
出
獄
し
て
自
由

民
権
論
に
対
抗
す
る
「
明
治
日
報
」
を
発
刊
。

　
同
十
五
年
に
は
「
立
憲
帝
政
党
」
を
組
織

し
ま
す
。

　
同
十
九
年
に
は
宮
内
省
の
図
書
助
に
就
任

し
、
憲
法
と
皇
室
典
範
の
制
定
に
参
画
、
同

二
十
三
年
、
元
老
院
議
官
の
ち
に
貴
族
院
議

員
に
勅
選
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
勤
皇
の
志
士
と
し
て
幕
末
の
動
乱
を
生
き

抜
き
、
新
政
府
で
数
々
の
役
職
を
歴
任
し
た

丸
山
作
楽
。
彼
が
教
え
た
神
習
処
跡
に
は
、

記
念
碑
と
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、
毎
年
４
月

３
日
に
遺
徳
を
し
の
ぶ
「
さ
く
ら
会
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
再
発
見

か
ん

ど
こ
ろ

「
ス
ト
レ
ッ
チ
愛
好
会
」

―  

神  

習  

処  

跡  

―
だ
い
じ
ょ
う

か
ね
た
ね

さ
く
ら
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▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

・
高
等
学
校
（
専
修
学
校
の
高
等

　
課
程
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課

　
程
を
含
む
）
…
１
万
５
０
０
０

　
円

・
高
等
学
校
以
外
（
大
学
・
短
大
・

　
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な

　
ど
）
…
２
万
５
０
０
０
円

※
貸
付
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者
　
次
に
掲
げ
る
事
項
を

　
す
べ
て
満
た
す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在

　
住
で
あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る

　
人
（
専
修
学
校
な
ど
は
２
年
以

　
上
の
課
程
に
修
業
す
る
人
）

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難

　
な
人

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方

　
正
な
人

⑤
日
本
学
生
支
援
機
構
・
長
崎
県

　
育
英
会
な
ど
の
奨
学
生
で
は
な

　
い
こ
と

▼
償
還
方
法
　
高
校
な
ど
卒
業
の

　
半
年
後
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け

　
た
期
間
の
２
倍
の
期
間
内
に
、

　
月
賦
ま
た
は
半
年
賦
の
方
法
で

　
償
還

▼
受
付
期
限
　
６
月
30
日
（木）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
教
育
総
務
グ
ル
ー

　
プ
ま
た
は
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
そ
の
他
必
要
な

　
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
グ
ル

　
ー
プ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
な
ど
は
教
育
委
員
会
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
内
線

　
６
２
２
）

▼
墓
地
名
・
区
画
の
種
類

・
釘
原
墓
地
（
宇
土
町
）
…
９
㎡

　
の
１
区
画

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
受
付
期
限
　
３
月
15
日
（火）
ま
で

▼
申
込
資
格
　
次
の
ど
ち
ら
か
に

　
該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
の
人

②
市
外
居
住
者
で
次
の
要
件
の
う

　
ち
１
つ
以
上
該
当
す
る
人

・
島
原
市
に
本
籍
を
有
す
る
人

・
将
来
、
島
原
市
内
に
居
住
を
希

　
望
す
る
人

・
島
原
市
内
に
墓
所
を
有
し
、
墳

　
墓
を
改
葬
す
る
人

▼
申
込
方
法
　
環
境
グ
ル
ー
プ
に

　
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い

▼
使
用
料

・
永
代
使
用
料
…
１
㎡
あ
た
り
７

　
万
円

・
墓
地
管
理
料
…
年
額
１
０
５
０

　
円
（
２
年
ご
と
に
２
年
分
２
１

　
０
０
円
を
前
納
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
グ
ル
ー
プ
衛
生
保
全
班（
☎

　
内
線
１
９
２
）

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

▼
受
験
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未

　
満
の
人

※
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
お
よ

　
び
自
衛
官
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
限
　
５
月
６
日
（金）
ま
で

▼
一
次
試
験
　
５
月
14
日
（土）
・
15

　
日
（日）

幹
部
候
補
生
（
歯
科
・
薬
剤
）

▼
受
験
資
格
　
20
歳
以
上
30
歳
未

　
満
で
専
門
の
大
学
卒
業
（
見
込
）

　
の
人

※
薬
剤
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
限
　
５
月
６
日
（金）
ま
で

▼
一
次
試
験
　
５
月
14
日
（土）

一
般
曹
候
補
生

▼
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
限
　
５
月
６
日
（金）
ま
で

▼
一
次
試
験
　
５
月
21
日
（土）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て
行

　
っ
て
い
ま
す

▼
試
験
日
　
受
付
の
と
き
に
お
知

　
ら
せ
し
ま
す

予
備
自
衛
官
補

▼
受
験
資
格
　
18
歳
以
上
34
歳
未

　
満
の
人

▼
受
付
期
限
　
４
月
６
日
（水）
ま
で

▼
試
験
日
　
４
月
15
日
（金）
か
ら
４

　
月
18
日
（月）
ま
で
の
う
ち
１
日

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎

　
　
３
７
５
９
）

▼
業
務
内
容
　
看
護
業
務

▼
応
募
資
格
　
看
護
師
ま
た
は
准

　
看
護
師
の
免
許
を
有
し
、
夜
勤

　
が
で
き
る
人

▼
募
集
人
数
　
10
人

▼
雇
用
期
間
　
採
用
日
か
ら
平
成

　
24
年
３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
時
間

�
８
時
45
分
か
ら
17
時
30
分
ま
で

�
16
時
45
分
か
ら
１
時
30
分
ま
で

�
０
時
45
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で

▼
勤
務
場
所
　
長
崎
県
島
原
病
院

▼
報
　
酬
　
月
額
17
万
６
７
０
０
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募
　
　
　
集

島
原
市
奨
学
金
の
貸
し
付
け

市
営
墓
地
使
用
者
の
募
集

自
衛
官
募
集

非
常
勤
職
員
（
看
護
師
・

准
看
護
師
）
の
募
集



　
円
か
ら
22
万
７
６
０
０
円

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
免
許
の
写
し
を

　
添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

　
く
だ
さ
い

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎

　
県
島
原
病
院
（
〒
８
５
５
―
０

　
８
６
１
　
島
原
市
下
川
尻
町
７

　
８
９
５
番
地
　
☎
　
１
１
４
５
）

　
職
業
に
必
要
な
技
能
と
知
識
を

効
率
的
に
勉
強
す
る
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
コ
ー
ス

・
昼
間
…
Ｃ
Ａ
Ｄ
初
級
科
、
は
じ

　
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

・
夜
間
…
建
築
設
計
科
、
木
造
建

　
築
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

　
ネ
ー
タ
ー
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
初
級

　
科
・
中
級
科
・
実
践
科
・
建
築

　
設
備
科
）
、
は
じ
め
て
の
パ
ソ

　
コ
ン
教
室
、
２
級
建
築
士
短
期

　
特
訓
科
、
３
級
エ
ク
セ
ル
・
ワ

　
ー
ド
対
策
科
、
２
級
ワ
ー
ド
対

　
策
科
、
ワ
ー
ド
実
習
科
、
建
築

　
施
工
管
理
技
師
科
（
１
級
・
２

　
級
）
、
第
二
種
電
気
工
事
士
科

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
崎

　
県
央
職
業
訓
練
校
（
☎
０
９
５

　
７
　
０
０
３
６
）

　
誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
地
域
全
体
で

取
り
組
む
、
地
域
福
祉
（
活
動
）

計
画
を
作
る
た
め
、
地
区
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

地
域
の
中
の
問
題
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
、
一
緒
に
解
決
策
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

▼
日
　
程

・
有
明
公
民
館
　
３
月
４
日
（金）

　
19
時
30
分
か
ら

・
森
岳
公
民
館
　
３
月
８
日
（火）

　
19
時
30
分
か
ら

・
杉
谷
公
民
館
　
３
月
10
日
（木）

　
19
時
か
ら

・
安
中
公
民
館
　
３
月
11
日
（金）

　
19
時
30
分
か
ら

・
白
山
公
民
館
　
３
月
14
日
（月）

　
19
時
か
ら

・
三
会
公
民
館
　
３
月
16
日
（水）

　
19
時
30
分
か
ら

・
霊
丘
公
民
館
　
３
月
22
日
（火）

　
19
時
か
ら

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉

　
班
（
☎
内
線
２
７
７
）

▼
対
象
者
　
母
子
家
庭
、
寡
婦
ま

　
た
は
父
子
家
庭

▼
内
　
容
　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

　
に
対
し
、
病
気
・
看
護
・
出
張
・

　
就
職
活
動
な
ど
で
、
一
時
的
に

　
生
活
支
援
お
よ
び
子
育
て
支
援

　
が
必
要
な
場
合
に
、
家
庭
生
活

　
支
援
員
を
派
遣
し
ま
す

▼
利
用
負
担
額

・
子
育
て
支
援
…
１
時
間
あ
た
り

　
０
〜
１
５
０
円

・
生
活
支
援
…
１
時
間
あ
た
り
０

　
〜
３
０
０
円

※
所
得
に
応
じ
、
負
担
額
が
変
わ

　
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く

　
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー
プ
（
☎
内

　
線
２
７
９
）
ま
た
は
市
母
子
寡

　
婦
福
祉
会
（
☎
　
３
８
６
４
）

　
こ
の
制
度
は
、
町
内
会
・
自
治

会
活
動
中
の
事
故
で
け
が
を
し
た

場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
町
内
会
・

自
治
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
行

事
や
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
の
事
故

な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
加
入
は
、
町
内
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
行
い
ま
す
が
、
全
世
帯
の

加
入
が
原
則
で
す
。

▼
保
険
料
　
１
世
帯
当
た
り
年
間

　
１
４
５
円
（
う
ち
73
円
を
市
が

　
補
助
）

▼
申
込
期
限
　
３
月
18
日
（金）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
交
通
防
災

　
班
（
☎
内
線
２
４
１
）

　
こ
の
制
度
は
、
市
民
皆
さ
ん
の

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
を
会
員
相

互
で
助
け
合
う
も
の
で
す
。

　
申
し
込
み
は
町
内
会
・
自
治
会

で
取
り
ま
と
め
る
か
、
個
人
で
申

し
込
む
場
合
は
、
直
接
市
役
所
で

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
加
入
資
格
　
市
の
住
民
基
本
台

　
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
外

　
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
、
市

　
外
に
就
学
し
て
い
る
学
生
や
福

　
祉
施
設
の
入
所
者
で
会
員
の
扶

　
養
に
な
っ
て
い
る
人

▼
共
済
期
間
　
４
月
１
日
か
ら
平

　
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※
年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た
場
合

　
は
、
加
入
日
の
翌
日
か
ら
の
適

　
用
と
な
り
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
交
通
防
災

　
班
（
☎
内
線
２
４
１
）
ま
た
は

　
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
８
）

　
農
業
後
継
者
と
し
て
新
た
に
農

業
に
従
事
す
る
人
に
対
し
、
奨
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
次
の
要
件
を
す
べ
て

　
満
た
す
人

・
市
内
在
住
で
、
市
内
に
住
所
を

　
有
す
る
人

・
本
市
で
親
な
ど
の
経
営
を
継
承

　
す
る
農
業
後
継
者

・
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
の
新

　
規
就
農
者
で
年
間
農
業
従
事
日

　
数
が
２
５
０
日
以
上
の
人

・
就
農
時
の
年
齢
が
40
歳
未
満
の

　
人
（
就
農
し
た
年
度
に
満
40
歳

　
に
な
る
人
を
含
む
）

▼
支
給
金
額

・
就
農
後
、
１
年
を
経
過
し
た
人

　
…
５
万
円

・
就
農
後
、
３
年
を
経
過
し
た
人

　
…
10
万
円

▼
申
請
方
法
　
就
農
時
に
、
就
農

　
届
出
書
、
就
農
計
画
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
登
録
を
受
け

　
て
く
だ
さ
い
。
就
農
後
１
年
ま

　
た
は
３
年
（
研
修
期
間
は
除
く
）

　
の
期
間
が
経
過
し
た
の
ち
、
産

　
業
政
策
グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の

　
申
請
書
、
営
農
状
況
報
告
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の
他
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職
業
訓
練
校
受
講
生
募
集

地
域
福
祉
（
活
動
）
計
画

地
区
懇
談
会
の
開
催

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常

生
活
支
援
事
業

お 

知 

ら 

せ

町
内
会
・
自
治
会
活
動
傷
害
保
険

交
通
災
害
共
済

農
業
後
継
者
就
農
奨
励
金



　
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い

▼
支
給
決
定
　
申
請
書
提
出
後
、

　
確
認
・
審
査
を
行
い
決
定
し
ま

　
す

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業

　
政
策
グ
ル
ー
プ
企
画
調
整
班（
☎

　
内
線
５
６
２
）

　
漁
業
へ
の
就
業
意
欲
向
上
と
、

漁
業
者
の
確
保
を
図
る
た
め
、
漁

業
就
業
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
次
の
要
件
を
す
べ
て

　
満
た
す
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降
に
新

　
し
く
島
原
漁
業
協
同
組
合
ま
た

　
は
有
明
漁
業
協
同
組
合
の
正
組

　
合
員
と
し
て
の
資
格
を
取
得
し

　
た
人

・
新
し
く
正
組
合
員
の
資
格
を
取

　
得
し
た
と
き
、
50
歳
未
満
の
人

　
（
新
し
く
正
組
合
員
の
資
格
を

　
取
得
し
た
年
度
に
満
50
歳
に
な

　
る
人
を
含
む
）

▼
支
給
金
額

・
新
し
く
正
組
合
員
の
資
格
を
取

　
得
し
た
人
…
５
万
円

・
新
し
く
正
組
合
員
の
資
格
を
取

　
得
し
、
２
年
を
経
過
し
た
人
…

　
10
万
円

▼
申
請
方
法
　
正
組
合
員
の
資
格

　
取
得
後
、
ま
た
は
資
格
取
得
後

　
２
年
を
経
過
し
た
の
ち
に
、
漁

　
業
就
業
（
継
続
）
届
出
書
に
正

　
組
合
員
資
格
取
得
（
継
続
）
証

　
明
書
を
添
え
て
提
出
し
、
登
録

　
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
登
録
を

　
受
け
た
後
、
農
林
水
産
グ
ル
ー

　
プ
備
え
付
け
の
申
請
書
な
ど
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
支
給
決
定
　申
請
書
の
提
出
後
、

　
確
認
・
審
査
を
お
こ
な
い
決
定

　
し
ま
す

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
林

　
水
産
グ
ル
ー
プ
耕
地
水
産
班（
☎

　
内
線
５
５
６
）

　
県
で
は
、
平
成
22
年
度
卒
業
予

定
の
高
校
生
に
対
し
採
用
内
定
を

行
っ
た
事
業
主
に
対
し
奨
励
金
を

助
成
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
対
象
者
　
平
成
22
年
６
月
20
日

　
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
求

　
人
・
採
用
内
定
を
行
い
、
平
成

　
23
年
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

　
ま
で
の
間
に
追
加
で
新
た
に
求

　
人
・
採
用
内
定
を
行
っ
た
企
業

▼
助
成
額
　
一
人
に
つ
き
50
万
円

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
雇
用
労
政

　
課
就
業
支
援
班
（
☎
０
９
５
―

　
８
９
５
―
２
７
１
１
）

▼
と
　
き
　
３
月
６
日
（日）

・
１
回
目
　
13
時
30
分
か
ら

・
２
回
目
　
18
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
有
明
総
合
文
化
会
館

▼
内
　
容
　
「
ア
バ
タ
ー
」

▼
入
場
料
　
無
料

※
有
明
総
合
文
化
会
館
、
島
原
文

　
化
会
館
、
島
原
図
書
館
、
有
明

　
図
書
館
、
市
立
公
民
館
で
配
布

　
す
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
有
明
総
合
文

　
化
会
館
（
☎
　
５
８
０
０
）

　
７
月
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
完

全
移
行
ま
で
残
り
あ
と
半
年
を
切

り
ま
し
た
が
、
長
崎
県
内
で
は
ま

だ
１
割
以
上
の
世
帯
で
地
デ
ジ
化

の
準
備
が
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備

が
済
ん
で
い
な
い
場
合
、
こ
の
ま

ま
テ
レ
ビ
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了

間
際
に
は
地
デ
ジ
化
移
行
へ
の
注

文
な
ど
が
殺
到
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
を

対
象
に
簡
易
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付

す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
全
般
に
つ

　
い
て
…
総
務
省
長
崎
県
テ
レ
ビ

　
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

　
９
５
―
８
０
４
―
５
５
０
０
）

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
チ
ュ

　
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
に
つ
い
て

　
…
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５

　
７
０
ー
０
２
３
７
２
４
）

　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
社
製
の
エ

ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器
（
ス
プ

レ
ー
缶
タ
イ
プ
消
火
器
）
の
破
裂

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易

消
火
器
を
購
入
し
た
人
は
、
対
象

製
品
で
あ
る
か
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
対
象
製
品
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
以
上
製
品
に
触
れ

ず
、
回
収
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
依
頼
・
連
絡
先
　
ヤ
マ
ト

　
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

・
平
日
（
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

　
…
☎
０
１
２
０
―
８
０
１
―
０

　
８
４

・
緊
急
連
絡
時
…
☎
０
７
２
―
３

　
６
１
―
２
１
０
１

▼
と
　
き
　
３
月
25
日
（金）
　
10
時

　
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
島
原
自
動
車
学
校

▼
申
込
期
限
　
３
月
７
日
（月）
ま
で

▼
申
込
方
法
　
警
察
署
に
備
え
付

　
け
の
申
請
書
と
受
験
票
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
免
許
用
写
真
、

　
住
民
票
（
本
籍
地
記
載
が
あ
る
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新
規
高
卒
者
緊
急
雇
用

促
進
奨
励
金
の
創
設

映
画
ば
☆
み
ゅ
ー
会

（
有
明
総
合
文
化
会
館
自
主
事
業
）

エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
器

の
破
裂
事
故
に
注
意

漁
業
就
業
奨
励
金

地
デ
ジ
化
の
準
備
は
お
早
め
に

原
付
免
許
試
験

ＫＯ３３１（2005.01～02）

Ｋ１４２６（2005.04）

Ｋ３４０７（2005.06）

Ｋ７４２４（2005.10）

ＫＮ３０１（2005.02）

Ｋ１４２５（2005.04）

Ｋ３４０６（2005.06）

Ｋ７４２５（2005.10）

ＫＮ３２６（2005.02）

Ｋ２４０７（2005.05）

Ｋ３４１９（2005.06）

ＫＮ３２２（2005.02）

Ｋ２４０８（2005.05）

Ｋ３４１８（2005.06）

ＫＤ３１７（2005.03）

Ｋ２４２０（2005.05）

Ｋ４４２２（2005.07）

ＫＤ３１９（2005.03）

Ｋ２４２１（2005.05）

Ｋ４４２３（2005.07）

ヤマトボーイKT（ロット番号・品質保証期間）

FMボーイk（ロット番号・品質保証期間）

※製造ロット番号、品質保証期間は缶底に表示されています



１　緩和ケアとは
　緩和ケアとは「がんに伴う身体や心の問題に

ついて、単に病気に対してだけではなく、社会

生活なども含めて全体的に患者さん（家族）を

支える」医療です。

　多くの場合、患者さんは診断から治療、その

後を含めてがんを抱えながら生活していくこと

になります。その中で少しでもさまざまな辛さ

をやわらげるようにするのが緩和ケアです。

２　がん対策基本法とがん対策推進計画
　２００７年４月「がん対策基本法」が施行、６
月「がん対策推進基本計画」が閣議決定され、

①がんによる死亡者の減少、②すべてのがん患

者・家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維

持向上のため、治療早期から緩和ケアの適切な

導入の重要性が述べられています。その一環で

がんの診療に携わる全ての医師が緩和ケアにつ

いての基本的知識を習得し、がん治療の初期か

ら緩和ケアが提供できることを目的に「がん診

療に携わる医師に対する緩和ケア研修会」が都

道府県のがん診療拠点病院で毎年１回以上開催

されていて、当院でも行っています。

３　緩和ケアの実際
　がん治療時期に関わらず、身体のつらい症状

を取り除くために行う治療が緩和ケアです。が

ん患者の苦痛は大別すると次の４つがあります。

①身体的苦痛（身体の痛み・息苦しさ・だるさ

など）②精神的苦痛（不安・いらだち・うつ状

態など）③社会的苦痛（経済的問題・仕事上の

問題・家庭内の問題など）④スピリチュアルな

苦痛（生きている意味への問い・死への恐怖・

後悔の念など）

　緩和ケアを個々の患者さんにあった形で提供

するためには、一人の医師や「科」だけでは充

分対応できないので、さまざまな職種の医療従

事者がチームとして活動しています。緩和ケア

チームは医師（身体症状・精神症状担当医）、緩

和ケア専従看護師、薬剤師、理学療法士、栄養

士、ソーシャルワーカーなど多職種で構成され

上記の４つの痛みに対してチームによるアプロ

ーチを行っています。

４　相談窓口（相談無料）
　島原病院相談支援センター（☎63－1145）

　受付時間　平日 9：00～17：00

　
も
の
）
、
申
請
手
数
料
（
１
６

　
５
０
円
）
を
添
え
て
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
島
原
警
察
署
（
☎
　
０
１
１
０
）

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
人
も
、
20
歳
か
ら
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
本
人
に
一
定

以
上
の
所
得
が
な
け
れ
ば
保
険
料

の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
年
度

ご
と
に
必
要
で
す
。
平
成
22
年
度

に
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し

た
人
で
平
成
23
年
度
も
引
き
続
き

同
じ
学
校
へ
在
学
予
定
と
思
わ
れ

る
人
に
は
３
月
下
旬
に
申
請
書（
は

が
き
形
式
）
が
届
き
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
日
本
年
金
機

構
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ

以
外
で
初
め
て
申
請
す
る
人
や
学

校
を
移
っ
た
人
な
ど
は
、
印
鑑
と

学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証

明
書
を
持
参
し
、
市
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
出
張
相
談
所

▼
と
　
き
　
３
月
23
日
（水）
・
４
月

　
20
日
（水）
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数
　
20
人

▼
申
込
方
法
　
相
談
開
設
日
の
10

　
日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　
に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）

　
を
し
て
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
定
期
便
等
相
談
所

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
出
張

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
込
方
法
　
当
日
先
着
順
に
受

　
け
付
け
ま
す
の
で
「
ね
ん
き
ん

　
定
期
便
・
特
別
便
」
に
同
封
し

　
て
あ
る
書
類
、
印
鑑
、
年
金
手

　
帳
な
ど
参
考
と
な
る
書
類
を
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
５
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
猫
用
ト
イ
レ

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
島
高
女
子
制
服
（
冬
用
上
下
）

　
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線

１
８
４
）
へ
。

国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

不
用
品
の
交
換
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病気・けがの最前線病気・けがの最前線病気・けがの最前線

「緩和ケアについて」
長崎県島原病院

麻酔科診療部長・緩和ケアチーム　田中 敏普

シリーズ



　県内にいる野鳥から高病原性鳥インフルエン

ザウイルスが確認されました。

　鳥を飼養している人は、次の点に注意してく

ださい。

・鳥の健康状態をよく観察する

・定期的な清掃、消毒を心掛ける

・野鳥との接触を避ける

　飼養している鳥が複数死んだり、突然病気に

なるなど異常に気づいたら、すぐに連絡をお願

いします。

●問い合わせ先

　県南家畜保健衛生所（☎68－1177）

　島原市とＮＨＫ長崎放送局では、ラジオ第一
放送の祝日特集番組「鎌田實　いのちの対話」

の公開録音を実施します。

　この番組は、長野県諏訪中央病院名誉院長

鎌田實さんをホスト役に、ゲストの皆さん、会

場の皆さん、リスナーの皆さんとともに「いの

ち」について語り合う番組です。

●と　き　4月29日（金）
●ところ　島原文化会館

●ホスト　鎌田　實

●司　会　村上信夫（ＮＨＫアナウンサー）
●ゲスト　未定

●問い合わせ先　ＮＨＫ長崎放送局
　　　　　　　　（☎095－821－3124）
観覧についての応募方法が決まり次第、ＮＨＫ
および島原市からお知らせします。

　死亡した野鳥などを発見したときは、素手で

触らないでください。

　もし、素手で野鳥やその排泄物に触れた場合

は、手洗いやうがいを行えば、過度に心配する

必要はありません。

　野鳥の死亡事例を見つけた場合は、農林水産

グループまで連絡をお願いします。

●問い合わせ先

　農林水産グループ農林畜産班（☎内線553）
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�働くことや子育てをすることの喜びや充実感を子どもに伝えていきましょう。
�家庭内での手伝いなど、子どもにも家庭の中での役割分担をしましょう。
�弟や妹の世話をしっかりさせましょう。
�子どもをボランティア活動に参加させ、社会の一員としての自覚を促しましょう。
�子どもの成長に合わせた親離れ、子離れを考えていきましょう。
�子どもに社会のしくみを知らせ、社会の一員としての自覚を促しましょう。

※託児ができます

申し込み・問い合わせ先　子育て支援室（TEL62－4015）

日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持ちませんか？

会　場　市保健センター

対　象　小学校就学前の子どもがいるお母さん

“社会の一員として自立できる資質を養うために”家庭でできること

●今月の子育て行動目標　「島原市次世代育成支援行動計画」の基本目標から抜粋

●3月開催の「ママたちのためのリフレッシュ講座」

講 座 内 容

10：00～ 手仕事シリーズ（頭痛予防リング）
講師　桑島ありさ　先生（あとりえ翠）

エアロビクスとヨガ教室
講師　北島由美子　先生

12：00

19：30～
20：30

開 催 日 時　間

11日（金）

18日（金）

子育て情報

『特集  鎌田 實  いのちの対話』 『鳥インフルエンザについて』
～ 鳥を飼養している人へ ～～ 公開録音を行います ～

～ 死亡した野鳥などを発見した場合 ～

村上信夫アナウンサー鎌田　實　さん



　
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
、
島

原
雲
仙
農
協
、
島
原
漁
協
、
有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▼
介
護
保
険
料
　
島
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26日（土）　11：00～

23日（水）　11：00～

19日（土）　14：00～

13日（日）　14：00～

5日（土）・12日（土）・19日（土）　11：00～

12日（土）　15：00～

19日（土）～21日（月）

5日（土）　13：30～

26日（土）　14：30～

■おはなしのじかん０・１・２

■おはなしひろば

　「島原藩日記に見る享保記（1716年～）の暮らし」

　「深溝世紀」

■名作を見る会「タンタンの冒険旅行」

■おはなしのじかん

◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　３月17日（木）

◆不動産に関する相談（宅建協会）
　３月28日（月）

13：00～16：00

13：00～16：00

新刊図書紹介 3月の催し

「きことわ」
朝吹　真理子　著　　新潮社

　葉山の高台にある別荘で、幼い日をと

もに過ごした貴子と永遠子。ある夏、突

然断ち切られたふたりの親密な時間が、

25年後、別荘の解体を前にして、ふたた

び流れはじめる…。

「ラストラン」
角野　栄子　著　　角川書店

　74歳のイコさんが「残された人生でやって

おきたいこと」は、バイクツーリング。５歳

で死別した母の生家を目指して旅に出る。着

いた家には不思議な少女が住んでいて…。「魔

女の宅急便」の著者が贈る、自伝的小説。

■「あんでらすの鐘」
　　　澤田　ふじ子　著　  中央公論新社

■「煬帝」上・下巻
　　　塚本　青史　著　  日本経済新聞出版社

■「苦役列車」
　　　西村　賢太　著　  新潮社

■「六月の輝き」
　　　乾　ルカ　著　  集英社

■ちいさなおはなし会

■大人向け講座「コサージュ作り」（定員10人）

■雑誌のリサイクル

　※事前に申し込みが必要

　古くなった雑誌をお譲りします（1人5冊まで）

■おはなしのじかん

有明図書館

島原図書館

◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　３月24日（木） 10：00～16：00

市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内市 民 相 談 センター のご 案 内
３月の市民相談は、次の日程で市民生活グループ市民相談
センター（☎内線184）で行います。なお、行政相談のみ有
明福祉センターでも受け付けます。（かっこ内は担当相談員）

◆行 政 相 談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　３月1日（火）・8日（火）・15日（火） 13：00～16：00
　〈有明福祉センター〉
　３月２日（水） 13：00～16：00

　３月２日（水）
◆人 権 相 談（人権擁護委員）

13：00～16：00

◆一 般 相 談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日 18：30～17：15

◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場　公証人）
　３月23日（水） 13：00～16：00

介
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図書館通信
島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808） 　本の返却が１カ月

以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）

3月の休館日…1日（火）・7日（月）・14日（月）・
　　　　　　 22日（火）・28日（月）・31日（木）

開館時間…9：00～18：00
3月の休館日…1日（火）・8日（火）・15日（火）・
　　　　　　 22日（火）・29日（火）・31日（木）

■郷土史を学ぼう会

19　  平成23. 3.



城の日イベント

　と　き　4月6日（水）
　ところ　島原城天守閣
　内　容　島原城登閣者に記念品を進呈します

第8回忍者になってお城で遊ぼう
　と　き　5月5日（木・祝）　10時～12時
　ところ　島原城西の櫓前
　内　容　4歳から12歳までを対象に忍者に変
　　　　　身して、暗号文を解いたり、ストラ

　　　　　ックアウトや吹き矢に挑戦します。

問い合わせ先

　島原城（TEL62－4766）

島原城下ひなめぐり
と　き　3月6日（日）まで
主な会場　島原城観光復興記念館、森岳商店街、サンシャイン
　　　　　中央街、一番街アーケードなど市内各地

問い合わせ先　島原城下ひなめぐり実行委員会（島原温泉観光
　　　　　協会内）TEL62－3986

島原城春まつり
「青い目の人形～リトル・メリーと仲間たち」

○日米親善人形交流展
　と　き　3月11日（金）～4月3日（日）　9時～17時
　ところ　島原城観光復興記念館
○春うらら茶会
　と　き　3月21日（月・祝）　10時～15時
　ところ　島原城御馬見所
　内　容　青い目の人形～リトル・メリーとその仲間たちを
　　　　　会場に展示し、森岳婦人会とモリモリ広場茶道教

　　　　　室の子どもたちが無料でお茶を振る舞います。

島原城春のお茶会

　と　き　3月26日（土）・27日（日）、4月2日（土）・3日（日）
　　　　　10時～15時

　ところ　島原城御馬見所、武家屋敷
　内　容　お茶会を開催します。お茶席料…2席500円

第6回神気杯　島原城少年剣道大会
　と　き　4月2日（土）　10時～
　ところ　島原城内特設会場（雨天時：有馬武道館）

皿山人形浄瑠璃（県無形民俗文化財指定）

　と　き　4月3日（日）　13時～14時30分
　ところ　島原城観光復興記念館
　出　演　皿山人形浄瑠璃保存会（波佐見町）、有明童話の会
　　　　　くすのき

　入場料　500円（お茶券付き）、中学生以下無料（ただし、
　　　　　お茶券無し）

　※駐車料金は別途310円

島原城春まつり
「青い目の人形～リトル・メリーと仲間たち」

○日米親善人形交流展
　と　き　3月11日（金）～4月3日（日）　9時～17時
　ところ　島原城観光復興記念館
○春うらら茶会
　と　き　3月21日（月・祝）　10時～15時
　ところ　島原城御馬見所
　内　容　青い目の人形～リトル・メリーとその仲間たちを
　　　　　会場に展示し、森岳婦人会とモリモリ広場茶道教

　　　　　室の子どもたちが無料でお茶を振る舞います。

島原城春のお茶会

　と　き　3月26日（土）・27日（日）、4月2日（土）・3日（日）
　　　　　10時～15時

　ところ　島原城御馬見所、武家屋敷
　内　容　お茶会を開催します。お茶席料…2席500円

第6回神気杯　島原城少年剣道大会
　と　き　4月2日（土）　10時～
　ところ　島原城内特設会場（雨天時：有馬武道館）

皿山人形浄瑠璃（県無形民俗文化財指定）

　と　き　4月3日（日）　13時～14時30分
　ところ　島原城観光復興記念館
　出　演　皿山人形浄瑠璃保存会（波佐見町）、有明童話の会
　　　　　くすのき

　入場料　500円（お茶券付き）、中学生以下無料（ただし、
　　　　　お茶券無し）

　※駐車料金は別途310円

城の日イベント

　と　き　4月6日（水）
　ところ　島原城天守閣
　内　容　島原城登閣者に記念品を進呈します

第8回忍者になってお城で遊ぼう
　と　き　5月5日（木・祝）　10時～12時
　ところ　島原城西の櫓前
　内　容　4歳から12歳までを対象に忍者に変
　　　　　身して、暗号文を解いたり、ストラ

　　　　　ックアウトや吹き矢に挑戦します。

問い合わせ先

　島原城（TEL62－4766）

島原城下ひなめぐり
と　き　3月6日（日）まで
主な会場　島原城観光復興記念館、森岳商店街、サンシャイン
　　　　　中央街、一番街アーケードなど市内各地

問い合わせ先　島原城下ひなめぐり実行委員会（島原温泉観光
　　　　　協会内）TEL62－3986
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◆市ホームページアドレス
　 http://www.city. shimabara. lg. jp/

◆島原市の人口（２月１日現在）

　人　口　　48，786人　　（前月比　－29）
　　男　　　22，724人　　（前月比　－07）
　　女　　　26，062人　　（前月比　－22）
　世帯数　　18，793世帯　（前月比　－05）
　出生44件　死亡79件　転入57件　転出56件

◆携帯電話版市ホームページ

　携帯電話版の市ホームページ

も開設しています。ＱＲコード

対応機種の携帯電話では、左の

コードからアクセスしてくださ

い。また、URLを直接入力して

もアクセスできます。

URL http://www.city.shimabara.lg. jp/m/
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3 押絵雛（島原城観光復興記念館）押絵雛（島原城観光復興記念館）


